
 

 

 

大垣院長が 5 月 15 日（金）に開催された若松区医師会主催の「若松区医師会・若松薬剤師会 

合同研修会」に参加しました。 

当日は、産業医科大学若松病院 産婦人科 副院長 吉村 和晃 先生を座長に迎え、「アルツハイ

マー型認知症-アジテーションとレキサルティの有用性について-」をテーマに、医療法人社団 EJ 

会 中間メディカル 院長 魚住 武則 先生によるご講演が行われました。 

講演では、アルツハイマー型認知症の患者さんにみられるアジテーション（興奮や不安、落ち着

かない様子など）への理解を深めるとともに、治療やケアにおいて大切な支店について学ぶこと

ができました。 

 

研修会終了後には、他院の先生方との情報交換の機会もあり、地域医療連携の大切さを改めて

実感する貴重な時間となりました。 

当院が所在する若松区は小さな地域ではありますが、だからこそ医

療機関同士が顔の見える関係を築くことができます。今後も院長をは

じめ、研修会や勉強会へ積極的に参加し、地域の皆さんに安心して医

療を受けていただける体制づくりに努めてまいります。 

「若松区医師会・若松薬剤師会 合同研修会」 

に参加しました 


